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総合的な探究の時間の目標

【目標】
探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，自己の在り方生き方を考えながら，
よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，

課題に関わる概念を形成し，探究の意義や価値を理解するようにする。
（2）実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，

自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。
（3）探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，

よりよい社会を実現しようとする態度を養う。
（高等学校学習指導要領「総合的な探究の時間」（平成30年７月）より抜粋 ※下線は引用者）

〈本校における到達目標〉
① 自分について深く考え、興味・関心のあることを発見し、将来の展望をもつ。
② ①に関する情報を自ら収集でき、それらを取捨選択できる力をつける。
③ ①②を踏まえて、自分について適切に表現・発信できる力をつける。



自然科学コース（理系発展クラス）での取り組み
〈本校における到達目標〉

① 自分について深く考え、興味・関心のあることを発見し、将来の展望をもつ。
② ①に関する情報を自ら収集でき、それらを取捨選択できる力をつける。
③ ①②を踏まえて、自分について適切に表現・発信できる力をつける。

［自然科学コースでの探究活動の取り組み］

○テーマ設定
・物理チーム
生物チーム (各２～３班)
数学チーム

に分かれる。

・各班で探究テーマを設定

○探究活動
・情報収集、実験、観察
データ処理、分析 等

・コンピュータ等の利用

・まとめと発表準備

○発表
・発表資料は
スライドショーを作成

・発表10分、質疑応答5分

・発表後に相互評価



授業概要

○ 対象：2年2組（自然科学コース）生徒34名

○ 内容
・数学チーム
フェルミ推定と数学的モデリングによる問題解決

・物理チーム ・生物チーム

落体の運動と空気抵抗 松の葉の気孔と大気汚染度

○ 時期：2020年6月～2月の木曜5限
（一部時間割変更あり）



授業計画 （備考の太字は予定変更後）
月 日 曜日 取組内容 備考

４ 23 木

30 木

5 7 木

14 木

28 木

6 4 木 ガイダンス 論述テスト返却、振り返りBOOK

11 木 物理① 加速度、記録タイマー使い方 実験

18 木 物理② 重力加速度の測定

25 木 生物① レポートの書き方、松の葉採取の分担

7 2 木 生物② 松の葉（罧原堤）の気孔観察（顕微鏡）

9 木 生物③ 松の葉（各班採取したもの）の気孔観察

30 木 生物④ 9日の続き、データ整理

9 10 木 表現トレ①

17 木 数学① フェルミ推定について

24 木 数学② 数学的モデリングについて

10 1 木 数学③ 統計的仮説検定について

月 日 曜日 取組内容 備考

15 木 表現トレーニング②

22 木 進路分野別説明会 ※6/25の振替

29 木 表現トレーニング③ 探究チーム分け

11 5 木 人権学習

12 木 探求①

19 木 探求②

26 木 探求③

12 10 木 探求④

17 木 探求⑤

24 木 探求⑥

1 14 木 発表① 探究⑦

28 木 進路関係 6h進路分野別説明会

2 4 木 発表② 探究⑧

18 木 発表③ 発表①②（２h）

25 木 振り返り

臨 時 休 校



数学① 「フェルミ推定」について

「フェルミ推定」
・・・調査が難しい量を

短時間で概算論理的に推論

○数学的モデリングの

に相当条件整理 数学化

○問題解決1周目のモデルに適切



数学② 数学的モデリングについて

「数学的モデリング」の流れ

①現実モデル化（条件整理）
・変量、条件、関係 等を整理

②数学モデル化（数学化）
・①の条件を組み合わせ、
方程式や関数 等を作成

③数学問題を解く（数学的作業）

④結果の分析・考察
・③の結果を問題の文脈に直す
※必要ならばモデルを再考



数学③ 統計学的仮説検定について



ワークシート（下書き用）

条件整理

問題の設定

数学化

数学的作業

分析・考察
モデルの再考



ワークシート（清書用）

○下書き用の内容を整理

○発表スライドショー
を作成

※実際は時間の都合で
直接発表スライドショー作成
に移る班が多かった



発表と相互評価シート

○発表
・スライドショーを作成

・発表10分、質疑応答5分

○相互評価
・「発表の様子」
「研究内容」
「資料の完成度」
の3項目について、
それぞれ5点満点で相互評価

最も点数が高かった班（②物理）は、
学年末に全校で行う「学習成果発表会」
の代表班に選出



本実践の成果と課題

○成果
・探究のテーマをほぼ生徒の自由に決めた課題で取り組ませることができたので、
どの班の生徒も意欲的に探究を進められた。

・およそ計10時間の準備時間で、数学的モデリングの講義、問題解決（2周）、
発表準備（スライドショー作成）まで実施できた。

○課題
・テーマ決めに苦戦した班は、十分に問題解決の時間を取れなかった。

・テーマや問題の着地点の設定によっては、
調べ学習で終わったり、何をすればよいかわからなくなったりする。

・コンピュータによる情報収集はどこまでをOKとして、
どこから仮定を自分たちで設定させるべきか。


